
◎
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る

た
め
の
公
債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特

別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る

法
律

（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
法
律
第
一
七
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
二
月
一
六
日
・
衆
議
院
財
務
金
融
委

員
会

）

○
中
川
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
財
政
運
営
に
必
要
な

財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
を
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行

及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に

つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
出
歳
入
両
面

に
お
い
て
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
な
お
引
き

続
き
国
の
財
政
収
支
が
著
し
く
不
均
衡
な
状
況
に
あ
り
、
特
例
公
債
の
発

行
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、
平
成
二
十
一
年
度
の
一

般
会
計
の
歳
出
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
財
政
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し

書
き
の
規
定
に
よ
る
公
債
の
ほ
か
、
予
算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た

金
額
の
範
囲
内
で
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
特
例
措
置
を

定
め
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
世
界
の
金
融
資
本
市
場
が
百
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
危
機

に
陥
る
中
で
、
今
年
度
か
ら
の
三
年
間
の
う
ち
に
景
気
回
復
を
最
優
先
で

実
現
す
る
た
め
、
集
中
的
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
臨
時
の
措
置
と
し
て
、
財
政
投
融
資

特
別
会
計
の
積
立
金
を
活
用
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
及
び
基
礎
年
金
の
国
庫

負
担
の
追
加
に
伴
い
必
要
な
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
の
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
及
び
平
成
二
十
二
年
度

に
お
い
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か

ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
特
例
措
置
を
定

め
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
が
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発

行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
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及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の

内
容
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
二
月
二
七
日
）

○
田
中
和
�
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
財
務
金
融
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行

及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案

は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
財
政
運
営
を
適
切
に
行
う
た
め
、
同
年
度
に
お

け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
一
年
度

及
び
二
十
二
年
度
に
お
い
て
、
国
民
生
活
の
安
定
及
び
経
済
の
持
続
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
集
中
的
に
実
施
す
る
施
策
及
び
基
礎
年

金
の
国
庫
負
担
の
追
加
に
伴
い
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
予
算
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
財
投
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
臨
時

の
特
例
措
置
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

両
案
は
、
去
る
二
月
十
二
日
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
六
日
中
川
財

務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
十
九
日
か
ら
質
疑
に
入

り
ま
し
た
。
二
十
六
日
に
は
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
本
日
麻
生
内

閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
質
疑
を
行
う
な
ど
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
質
疑

を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
討
論
の
後
、
順
次
採
決
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
両
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
財
政
金
融
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
三
月
二
七
日
）

○
円
よ
り
子
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。ま

ず
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行

及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案

は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を

定
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
一
年
度
及
び
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い

て
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
財
政
融
資
資
金
勘
定
か
ら
の
一
般
会
計
へ
の

繰
入
れ
に
関
す
る
特
例
措
置
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
内
閣

総
理
大
臣
に
対
す
る
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律

五
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し
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
金
利
変
動
準
備
金
の
準
備
率
の
適
正
な
水

準
、
経
済
対
策
と
し
て
の
財
源
の
在
り
方
、
所
得
税
法
等
改
正
案
附
則
に

規
定
さ
れ
て
い
る
税
制
抜
本
改
革
の
方
向
性
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充

に
よ
る
経
済
効
果
、
法
人
実
効
税
率
の
水
準
の
在
り
方
、
所
得
再
分
配
機

能
の
回
復
に
向
け
た
今
後
の
政
府
の
取
組
等
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
民
主
党
・
新
緑
風
会

・
国
民
新
・
日
本
を
代
表
し
て
喜
納
昌
吉
委
員
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
大
門
実
紀
史
委
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
両
法
律
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
了
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
衆
議
院
は
、
平
成
二
一
年
三
月
二
七
日
、
憲
法
第
五
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
再
可
決
し
た
。

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律

五
三


